平成1６年度　第１回　総合種　基礎科目

電 気 通 信 技 術 の 基 礎 
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　図－1に示す回路において、抵抗R2の値を変えながら、端子a－b間の電圧を測定したところ、R2が120オームのとき60ボルト、R2が210オームのとき70ボルトであった。R2を取り外したときの端子a－b間の電圧は、（　ア　）ボルトである。ただし、電池の内部抵抗は無視するものとする。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　10　　②　20　　③　65　　④　90　　⑤　130
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　(2)　図－2に示す回路において端子a－b間の正弦波に対する合成インピーダンスを10オームとし、70ボルトの正弦波の交流電圧を加えたとき、容量性リアクタンスXCに加わる電圧は、（　イ　）ボルトである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　7　　②　42　　③　70　　④　84　　⑤　140
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　(3)　静電容量C1マイクロファラドのコンデンサと静電容量C2マイクロファラドのコンデンサを直列接続した場合の合成静電容量が2マイクロファラドで、並列接続した場合の合成静電容量が9マイクロファラドのとき、C1の値は、（　ウ　）マイクロファラドである。ただしC1>C2とする。

　(5点)
	　①　4　　②　5　　③　6　　④　7　　⑤　8


　(4)　正弦波交流の流れる回路において、有効電力は「（電圧の実効値）×（電流の実効値）×cosθ」で表され、θは（　エ　）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　力　率　　②　無効率　　③　電圧と電流の周波数差　　④　電圧と電流の位相差


第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　原子と電子の性質について述べた次の二つの記述は、（　ア　）。　　　　　　　　　　　(4点)
A　原子は、一般に、陽子と中性子から成る原子核と、その回りを運動する原子から構成される。

　　B　原子は、通常において陽子の数と原子の数が等しく、電気的に中性を保っているが、何らかの原因により電子の数が不足した場合、原子は負電荷を帯びたイオンとなる。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


　(2)　図において、信号源の電圧Vｓと入力側に戻る電圧Vfとによって、増幅回路の入力電圧Viを合成するとき、VsとVfが（　イ　）の関係にある帰還（フィードバック）を正帰還といい、（　ウ　）回路などに用いられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4点×2＝8点）

	　①　同位相　　②　逆位相　　③　直　交　　④　スライサ　　⑤　平　滑

　⑥　整　流　　⑦　直　列　　⑧　並　列　　⑨　発　振
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　(3)　電界効果トランジスタについて述べた次の二つの記述は、（　エ　）。　　　　　　　　　(4点)
A　電界効果トランジスタは、電子又は正孔のどちらか一つをキャリアとするため、ユニポーラトランジスタともいわれる。

　　B　電界効果トランジスタは、は、一般に、バイポーラトランジスタと比較して入力インピーダンスが高く、雑音に対して強い特徴を有している。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


　(4)　電圧増幅度が40、電流増幅度が60のトランジスタ回路に、3ミリボルトの入力信号電圧を加えたとき、6ミリアンペアの出力信号電流が得られた。このときの入力信号電流Iiマイクロアンペアと出力信号電圧Voミリボルトのされぞれの正しい組合せは、（　オ　）である。　　　　　 (4点)
	　①　Ii=100、Vo＝120　　②　Ii=100、Vo＝18

③　Ii=10、Vo＝180　　 ④　Ii=10、Vo＝120
⑤　Ii=15、Vo＝18


第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　次の論理関数Xは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、（　ア　）になる。

(5点)
　　　　　　　
[image: image4.wmf])

(

)

(

)

(

B

A

B

B

A

B

A

X

+

+

+

+

=

・

・


	　①　A　　②　B　　③　
[image: image5.wmf]A



 EMBED Equation.3  [image: image6.wmf]B
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　(2)　図－1の論理回路において、入力a及び入力bの論理レベル（それぞれA及びB）と出力cの論理レベル（C）との関係式は、（　イ　）の論理式で表すことができる　　　　　　　　　　(5点)
	　①　
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 EMBED Equation.3  [image: image9.wmf]B

・

　　②　
[image: image10.wmf]B

A

A

・

+

　　③　
[image: image11.wmf]B

A

+

　　④　
[image: image12.wmf]B

A

+

　　⑤　
[image: image13.wmf]A
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　(3)　図－2の論理回路におけて、Mの論理素子が（　ウ　）であるとき、入力a及び入力bの論理レベルと出力cの論理レベルとの関係は、右の真理値表で示される。　　　　　　　　　　　(5点)
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(4)　図－3に示すベン図において、A、B及びCは、それぞれの円の内部を示すとき、塗りつぶした部分を示す論理式は、（　エ　）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　
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第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　(小計20点)
　(1)　図－1において、電気通信回線1への入力電圧が180ミリボルト、電気通信回線1から電気通信回線2への遠端漏話減衰量が（　ア　）デシベル、増幅器の利得が38デシベルのとき、インピーダンスZに加わる電圧は、180ミリボルトである。ただし、入出力各部のインピーダンスはすべて同一値で整合しているものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　18　　②　20　　③　28　　④　38　　⑤　48　　⑥　58



[image: image25.wmf]”­�UŠí

“d‹C’Ê�M‰ñ�ü1

�I’[’ï�R

�}�|‚P

“d‹C’Ê�M‰ñ�ü2

‘�•�Ší

�I’[’ï�R

Z


　(2)　一様な線路の減衰定数は、線路の一次定数により定まり（　イ　）によりその値が変化する。

　(5点)
	　①　信号の振幅　　②　負荷インピーダンス　　③　減衰ひずみ　　④　信号の周波数


　(3)　図－2に示すように、一方の伝送ケーブルのインピーダンスをZ1、もう一方の伝送ケーブルのインピーダンスをZ2とすると、その接続点における電圧反射係数は、（　ウ　）で表される。

　(5点)
	　①　
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　(4)　電力線からの誘導作用によって、通信線への誘起される誘導電圧には、電磁誘導電圧と静電誘導電圧がある。これらのうち、電磁誘導電圧は、一般に、電力線の（　エ　）に比例して大きくなる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　電　圧　　②　抵　抗　　③　インダクタンス　　④　電　流


第5問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　データ伝送用に利用可能な帯域幅を複数の狭い帯域幅に分割し、それぞれを異なる搬送波を用いたQAM方式で変調して、送信データに対応させるADSL（非対称デジタル加入者線）で利用される変調方式は、（　ア　）方式といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　PAM　　②　CAP　　③　PCM　　④　PWM　　⑤　DMT


　(2)　ある周波数以下のすべての周波数の信号を通過させ、その他の周波数の信号に対しては大きな減衰を与えるフィルタは、（　イ　）フィルタといわれる。　　　　　　　　　　　　　　　 (4点)
	　①　低　域　　②　帯域阻止　　③　高　域　　④　帯域通過　　⑤　クリッピング


　(3)　デジタル回線の伝送品質を評価する尺度の一つである（　ウ　）は1秒ごとに平均符号誤り率を測定することにより、誤り率が
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を超える符合誤り率の発生した秒数の、測定時間（秒）に占める割合を示したものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　％SES　　②　％ES　　③　％EFS　　④　BER


　(4)　PCM方式で、サンプリング周期を短くすると、原理的には（　エ　）。 　　　　　　　　(4点)
	　①　より高い周波数の信号の伝送が可能となる。

　②　伝送可能な信号の周波数が低くなる。

　③　より大きな振幅の信号の伝送が可能となる。

　④　伝送可能な信号の振幅が小さくなる。

　⑤　より周期の長い信号の伝送が可能となる。


　(5)　静止軌道の通信衛星で回線を1中継すると、信号の伝搬時間は、約（　オ　）秒増加する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4点）

	　①　0.1　　②　0.3　　③　0.5　　④　0.8　　⑤　1.0


解答

第1問（ア）④　（イ）⑤　（ウ）③　（エ）④

第2問（ア）①　（イ）①　（ウ）⑨　（エ）③　（オ）①

第3問（ア）④　（イ）③　（ウ）④　（エ）⑤

第4問（ア）⑥　（イ）④　（ウ）④　（エ）④

第5問（ア）⑤　（イ）①　（ウ）①　（エ）①　（オ）②
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